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＜審査結果の要旨＞ 

１ 主論文の概要 

 我が国ではこれまで特別養護老人ホーム等の介護保険３施設以外の、有料老人ホーム、サービス付

き高齢者向け住宅等の地域別ベッド数に関するデータの集計はなされていなかった。今回、介護サー

ビス情報公表システムのデータをもとに地域別のこれら介護保険 3施設以外の高齢者ベッドの供給デ

ータと需要予測データを組み合わせ、その需給関係の現状と将来推計を行った。 

 結果は、75歳以上人口千人当たりの高齢者ベッド数は全国平均 83床±17 床で、大都市、地方都市、

過疎地域でその平均値は近似しており、ばらつきが小さいことが明らかになった。経年推移をみると、

2015年までは需給バランスがとれていた高齢者ベッド数は、2017年以降、需要＞供給の傾向に転じ、

今後その乖離が拡大していくことが予想された。 

 本研究の新規性は、従来行われていなかった介護保険 3施設以外の高齢者居住系施設ベッドの地域

別の需給関係とその推移を明らかにした点にある。 

２ 審査経過と結果 

 審査会を 1回開催し、本論に関して、以下の指摘が行われた。介護サービス情報公表システムのデ 

ータはベッド数情報のみで稼働率情報がないこと、また未届有料老人ホームなどの情報が欠落してい 

ること、これらを研究の限界として明記すべき。また本研究の需給バランスは、2016年を基準年とし 

た相対的比較であり、絶対的な需給比較ではないことを明記すべき。 

その結果、指摘事項について適切な修正が行われた。これをもって審査会の審査員全員として、本 

論が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十分なレベルに達しているものと認めた。 
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